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Teamsで次の日の連絡事項を行うことで、担任の業務負担が軽減されている
と感じますか？【令和６年度木崎中学校学級担任調査 ２７名】

※評価５が最も肯定的な回答

端末の活用を日常化するために、授業以外での活動にも積極的に取り入れた。

★部活動指導での活用
部活動専用のチャネルを設置した。ほぼ全ての部活動が、連絡の手段として活用している。
指導に必要な情報を提示し、指導に活用している。

★クラスへ連絡の配信
クラスへの連絡を学校全体でMicrosoft Teams上で行う運用とした。このことにより、生徒は
連絡ノートに連絡を転記する時間を削減できた。また、欠席の生徒が出た場合にも電話連絡を
せずに伝達することが可能になった。右下のグラフの通り、教職員を対象にした調査ではクラ
ス担任の78％が負担軽減につながったと回答した。



★委員会活動での活用

〇冬の校外学習（スキー実習）実行委員
校外学習の目標、スローガン、持ち物、ルール等を実行

委員内で話し合いをする際、以前は紙媒体で個々で考えさ
せていたところを、クラウドを活用した。
今までの実行委員会では、考えてきた意見を一人ずつ提

示するところから始めていたが、クラウドの活用によって
全員の意見を参照した状態から始めることができ、会議の
時間を大幅に削減することができた。

〇ポスター作成
学級委員会や保健委員会ではポスターを廊下に貼って呼
びかけをしていた。今年度はデジタルデザインソフトを活
用してポスターを作成させた。

〇連絡の手段としての活用
部活動同様、委員会のチャネルを設置して、連絡の手段

として用いた。データの添付やクラウド上の課題を見るこ
ともできた。
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